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一 般 演 説
1.骨盤腎の1例


























の如 くである,即ち,年 令別では6才 から33才までに
わた り,8例 中7例 が女性で,患 側は左6例,右2
例,Thom(1928)の分類によれば,第1型 が5例,
第3型が2例,第5型 が1例 であった.開 口部位は,
症例8の 後部尿道のものを除き全て膣であつた.手 術
術式では腎捌除術を施行したもの5例,半 腎別除術兼







現病歴.約2ヵ 月前 より突然血尿,終 末時排尿痛あ
り,某病院で膀胱炎の治療を受けていたが,治 癒 せ
ず,明 石市民病院に来院。診ると両腎触和せず,尿 中
















































は昭和33年以降の2年数ヵ月間に経験した 症 例 で あ
る.21例の症例を分類すると尿道損傷の8例(外 傷後
尿道狭窄を含む),尿 管損傷(婦 人科手術的損傷)の
8例が最も多 く,腎損傷4例,膀 胱損傷1例 となつて
いる.最近経験した腎損傷,尿管損傷,尿 道損傷の症
例に就て述べ,腎 損傷についていささか考 察 を加 え
た,
7.腎 腫瘍症例
細田寿郎 ・佐々木 茂 ・岡島英五郎(日 生病院)
腎実質の悪性腫瘍の細胞学的分類は現今でも明確な






























































後に胃レン トゲン診断で異常を認めず,胆 の うは癒着
変形す.

































水駈 内容を蝿 ・急速に吸引するとシ。。 ク発生
の可能性があるとの意見があるが,御報告の症例の場
合・どの醸 の巌 で行わ撮 したか.又,こ の点に
学 会
つ い て ど の様 なお 考 え を御 持 ちで し よ うか ,
質 問
山本 弘(大 阪 逓 信)
第2例 の 自 覚症 状,特 に疹 痛 が あつ た か否 か,腎 梗
塞 で 必 発 症 状 と思わ れ るが 如 何.
迫 加
楠 隆 光(阪 大)
第2例 には 循 環 障 害 が あつ た と思 い ます が,動 脈 性
の も の は,診 断 が つ け ぽ 腎 捌 除 の 必要 が ない とされ て
い る.
阪 大 矢 野 が 申上 げ た 症 例 に 補 正 す る.7,000ccの水
腎 症 は 感 染 性 水 腎 症 及 び 腎 周 囲炎 の症 状 に よ り,腹 部
圧 迫 症 状 の た め に,応 急 手 術 と して,内 容 を 吸 引 し,
腎 痩 術 を 施 行 し,第2次 手術 と して腎 別 除 を した もの
で あ る.
吸 引 器 に よ る吸 引 の ス ピー ドで は,急 激 な腹 圧 下降
に よ る危 険症 状 は な かつ た と考 え られ る.
答(楠 教授 へ)黒 田 守(関 西労 災)
第2例 の左 下 肢 の血 行 障 碍(術 後 発症)は 痙 痛 性 の
もの で,血 管 外 科 専 門 医 の 診 断 に て,血 栓 性 で な く,
動 脈 痙 攣 性 の もの と診 断 され,パ パ ベ リン,イ ミダ リ
ン,カ リク レ ーン注 に よ り軽 快 した.尚 下 肢 血 圧(膝
脇 部)は 左 の方 が 右 よ り高値 を認 めた.
答(山 本 弘 博 土 へ)黒 田 守(関 西 災災)
第2例 の 自覚 症 に お い て の 御 質 問 の 腎 癌 痛 は な く,
軽 度 の腰 部 鈍 痛 のみ で,主 訴 は あ くまで血 尿 で,術 前
に は 所 謂 特 発 性 腎 出 血 を 思 わ せ た.
11,副 腎 の手 術 経験
前 川 正 信(阪 大)
教 室 の 副 腎 手術 症 例9例 を一 括 し,そ の レ線 診 断 及





normal1であ る.レ 線 診 断 と して は,2例 に於 い て
LP.像 で 患 側 を 決 定 出 来 た の でLP.の 診 断 上 無 視 出




行 つ た3例 で は1.5月乃 至1年 の 間隔 を お い た.手 術
は 患 側 の 明 らか な 時 はlumbarincisionが,然らざ
る時 と両 側 開 検 時 はupperabdominaltransverse
incisionがよい.別 腎 組 織 を 残 す 時 の 捌 除量 は 左




























腫瘍は尿管中央部にあ り栂指頭大で組織学 的 に は 悪












































はその疾病は全身的に重篤であ り,尿保膠力 との関係 ・
は複雑である.
17.腰部尿管皮膚移植の検討




























































は5例 で,他 は概ね変化に乏しい.治療 として新中枢
神経賦活剤デアポン錠を使用,54%の有効 率 を みた
が・有効率はいつれも脳波的には病的所見を有さぬも















































































山本 弘 ・大島 升 ・北村孝雄(大 阪逓信)
1)最近1年1月 問の男子尿道炎72例(非淋菌性48,
淋疾24)中,膣 トリコモーナス(TV)検 出陽性は非










3)TV陽 性男子尿道炎3例,TV陽 性尿道 膀胱
炎女子患老2例 計5例 の接触調査成績を述べた.
